東日本大震災被災地T村S地区における意味ある作業の開発（３）：今後の展望に向けたアクションリサーチー by 宮前 珠子
             
東日本大震災被災地 T 村 S 地区における意味ある作業の開発（３） 
―今後の展望に向けたアクションリサーチー－ 
宮前珠子 ＊ ,1 )、鈴木達也 １）、山田美代子 ２）、佐野哲也 ３）  
山下拓朗４）、鴨籐祐輔５）、馬場博規６）、萩田邦彦７）  
1 )聖隷クリストファー大学、 2 )静岡英和学院大学、 3) 浜松医科
大学病院  
４）菊川市立総合病院、５）JA 遠州病院、６）磐田市立総合病院、７）エデンの園  
 
 目的：東日本大震災により壊滅的被害を受けた岩手県沿岸部の T 村 S 地区は他の地区 
同様、復興が予定より遅れ、住民の殆ど未だに仮設住宅に住んでいる．我々は 2012 
年 7 月以来 T 村 S 地区を７回訪問し、女性部メンバー等約 20 名を対象に、活動を行っ  
てきた．しかし、今年は鉄道が復旧し、駅舎が完成し、また高台の新住居への移転  
も行われる．即ち、この 3 年間、仮設住宅の中で一応の落ち着きを見せていた生活  
が大きく変化し、そのことに関する不安が聞かれるようになった．この研究はアク  
ションリサーチ（研究者と対象者が共同して望ましい作業を展開する）として、 S 
地区女性部のメンバーと研究者が共同して、今後の生活を展望し、具体的イメージ  
を作り、それに沿った作業を展開することを目的とした．  
方法：対象：T 村 T 仮設団地 S 地区女性部メンバー約２０名  
作業の選択：前年度からの話合いの内容、アンケート、世話役との打ち合わせを基  
に実施する作業と方法を決めた．また、訪問時にその都度、説明、話合いを行い全  
員で作業について方針を検討し決定した．  
結果： 本年度の作業の決定：メンバーとの話合い、世話役との打ち合わせの中で、「こ 
れまで３年間仮設住宅という環境の中で全員が苦楽を共にしてきたが、７月には公  
営住宅が完成し、１２月には殆どの住民が仮設住宅を出ることになる．いろいろと  
お世話になった人々への感謝の気持ちと、津波と仮設での生活の体験を忘れずに記  
録に残しておきたい」と言うことになり、今年度の作業として、「津波と仮設住宅で 
の生活の記録」の文集作りをすることになった．７,８,１１,３月の４度訪問した． 
半構成的インタビュー/アンケートの実施：震災前の生活、震災/津波の経験、避難 
所での生活、仮設住宅での生活、今後の生活への思いなどについて、アンケート用  
紙を配布し、インタビュー希望者にはインタビューを行った．アンケート回答４名、 
インタビューによる回答２０名．  
インタビュー以外の収録資料と文集の構成の相談：文集全体の文脈としては、震災  
後に様々な角度からこの人々を支えた人々への感謝の気持ちを伝えたいというこ  
と、また津波の経験と仮設での生活の記録を残したいと言うことから、写真と個人  
の記録を残して冊子にすることとした．文集の編集人は女性部の世話役２名とし、  
我々は、編集協力者とすることとした．約９５頁の文集の草稿が出来た．  
考察：２０１２，２０１３年度に行った物作り等の作業を通して研究者と対象者間の理
解が深まり信頼関係が醸成された．一方対象者は、仮設住宅からの転出というそれま
での震災による避難生活から、家族・個人単位の自立生活へという環境変化を経験す
ることから、対象者の中から「震災/津波と仮設住宅のくらしの記録」を残したいと
いう声が上がり、本年度は文集作りを行った．この作業を通して、対象者は、震災か
ら現在までを振り返り、気持ちの整理を付けて次への生活への展望を開くことになっ
たのではないかと考えられる．  
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